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１．概要（Summary） 

バイオテクノロジー分野において，単一細胞や単一微

生物の力学的特徴量測定は大変重要になってきている．

そこで，マイクロ流体チップ内に MEMS デバイスを統合

し，細胞の力学的特徴量の連続計測を研究対象としてい

る．マイクロ流路を用いた細胞特性評価を高速に行う上で

は，流路内における細胞操作の高速化が重要となるが，

チップ内に変換器を内蔵することによって細胞操作を高

速化する手法を発見した． 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な設備：LED描画装置(PLS-1010) 

・実験方法 

LED 描画装置を使用し，マイクロ流路のモールドを作

製し，それによって PDMS 製のマイクロ流路を Fig. 1 の

ように作製した．この流路の特徴は，くし形の流路を噛み

あわせたようになっている点であり，これにより一方の圧力

変化を反対側の流路に伝達することができ，2 液を完全

に分離することができる．一方の流路圧力をピエゾアクチ

ュエータが接続されたシリンジによって制御する．また，細

胞の位置情報は高速カメラによって取得し，画像情報を

元にピエゾアクチュエータを駆動させる． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2は実験結果を示すボード線図である．くし形の流

路を介さずに直接細胞を制御した場合に比べ，今回用い

たくし形を内蔵する流路を用いた場合のほうが，より高い

周波数においても細胞の制御が行えていることがわかる．

これより，このような圧力変換部をチップに内蔵させること

で細胞操作の高速化が実現できることが確認された． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし． 
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Fig. 1 The design of the channel 

Fig. 2 The frequency response of cell 

manipulation with and without the On-chip 

Transmitter 



Systems(MEMS). 

 

６．関連特許（Patent） 
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